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最大の力の大きさ及び土石流の高さの確認方法について（土石流） 

 

自然現象の種類が土石流である場合に，法適合確認のために採用する「最大の力の大き

さ及び土石流の高さ」の値は，「土石流による最大の力の大き＝〇〇ｋＮ／㎡」と「土石流

の高さ＝〇〇ｍ」の２つです。 

これら２つの値は次の図書の中に記載されています。ここでは，これらの図書をどのよ

うに読めばよいのか，そして，どのように採用すべき値を見つけていけばよいのか，事例

を用いて解説していきます。 

   

図１ 区域図              図２ 崩壊区域調書 

 

なお，これらの図書は以下の場所で閲覧できます。図１ 区域図については，京都府ホ

ームページ（http://www.pref.kyoto.jp/dosyashitei/index.html）でも閲覧できます。 

対象地域 閲覧場所 

以下の地域を除く京

都市域 

京都土木事務所 

施設保全室 

京都市左京区加茂今井

町１０－４ 

０７５－７０１

－０１２４ 

京都市域のうち西京

区役所洛西支所管内 

乙訓土木事務所 

河川砂防室 

向日市上植野町馬立８ ０７５－９３１

－２４７４ 

京都市右京区嵯峨樒

原及び嵯峨越畑 

南丹土木事務所 

河川砂防室 

南丹市園部町小山東町

藤ノ木２１ 

０７７１－６２

－２８９９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.pref.kyoto.jp/dosyashitei/index.html
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【ＳＴＥＰ１】建築物の位置から該当する区域を確認 

区域図における区域が１種類（土砂災害警戒区域（イエローゾーン）は含みません。）の

場合は，区域図右下に記載されている値を採用し，【ＳＴＥＰ４】に進んでください。 

 

区域図における区域が２種類以上の場合（本事例）は，【ＳＴＥＰ２】に進んでください。 

 

 

    図３ 区域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画建築物 

表１ 区域図の凡例 
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【ＳＴＥＰ２】建築物の存する区域を確認 

 

 

       図４ 区域図の拡大 

 

図中の赤色の直線のことを「測線」といいます。各測線には番号が付されています。 

 

測線０から測線６までの区域（図中の Ａ の区域のことです。）は，土石流により建築物

に作用すると想定される力が５０ｋＮ／㎡以下で，土石流の高さが１ｍを超える区域です。 

 

測線６から測線８までの区域（図中の Ｂ の区域のことです。）は，建築物に作用すると

想定される土石流の高さが１ｍ以下の区域です。 

 

本事例では，計画建築物は Ａ の区域と Ｂ の区域の両方にまたがっています。 
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【ＳＴＥＰ３】外壁等に適用する最大の力の大きさ等を確認 

上流から１種目の区域（図２の Ａ のことです。）における（「外壁等」は，建築基準法

施行令第８０条の３に記載の定義によります。）で採用する値は，区域図右下に記載されて

いる値です。 

表２ 区域図右下の記載 

 

 

上流から２種目以上の区域（図２の Ｂ のことです。）における外壁等で採用する値につ

いては，崩壊区域調書を確認し，当該区域に含まれる測線（測線６から８）における土石

流の流耐力の最大値を確認してください。また，その測線（土石流の流耐力の最大となる

測線）の土石流の高さを確認してください。 

表３ 崩壊区域調書 

 

 

土石流の流体力は，測線６では１１．３ｋＮ／㎡，測線７では８．９ｋＮ／㎡，測線８

では７．６ｋＮ／㎡となり，測線６が最大です。そのときの土石流の高さは１．０ｍです。 

よって，採用する値は「土石流による最大の力の大き＝１１．３ｋＮ／㎡」と「土石流

の高さ＝１．０ｍ」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（採用） 

 

（採用） 
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【ＳＴＥＰ４】適用する外壁等の範囲を確認 

適用する外壁等の範囲は，土石流の流下方向から判断してください。なお，土石流の流

下方向は区域図中水色の線の方向と考えることができます。 

また，土石流の高さの起点は，水色の線上の地盤の高さ（川底の高さ）です。 

 

 

    図５ 区域図 

流下方向を示す線 

（水色の線） 


